
TechGALA Japan 2026: BEYOND サイドイベント

春日井市の企業、大学との
オープンイノベーションを生むリバースピッチ！

春日井市、春日井商工会議所、中部大学は、「KASUGAI TECH in TechGALA」を開催します。
本イベントは、春日井市内の企業や大学と地域内外の様々なプレイヤーによるオープンイノベーションに向けた
リバースピッチです。
会場ではリバースピッチに加えて、春日井市の地域産品の試食や参加者同士の交流会もご用意しています。
共感し合える連携パートナーとの出会いがきっと見つかるはずです。

イベント概要
2026

12.15 (火) 18:30–20:30

なごのキャンパス (名古屋市⻄区那古野2-14-1)

参加費：無料
定 員：60名程度 ※要事前申込

登壇予定（五十音順）

【主 催】 【お問合せ】春日井市、春日井商工会議所、中部大学 春日井市経済振興課 0568-85-6242

◆ 今後の開催情報はこちら

参加対象：
春日井市の企業、大学とのオープンイノベーションに関心がある方

https://forms.gle/7278rKWB1MBHi2cp7

申込・詳細：
12月 8日（火）までにリンク先より
お申込みください。

（地域内外の事業会社、スタートアップ、大学・研究機関、VC、
金融機関、支援機関をはじめどなたでもご参加いただけます）。

イノベーションプロモーター
公式LINE

ものづくり、食品卸売、物流などの企業やAI・ロボッ
ト分野の大学が登壇し、共創に取り組む連携パート
ナーを募ります。

• 株式会社ジーシーデンタルプロダクツ

• 中部大学 理工学部AIロボティクス学科

• パナソニック HVAC & CC株式会社

• ホンダロジコム株式会社

• 株式会社マルト水谷

• 株式会社三ツ知

詳細は裏面をご覧ください。

◆ KASUGAI TECH in TechGALA
https://base.timewell.jp/events/90a8dfb8-11ed-4d64-8910-5750a51bf023



登壇者・テーマ

株式会社
ジーシーデンタルプロダクツ
代表取締役社⻑ 山﨑 章二氏

⻭科材料製造工場の
ローコストオペレーションの実現
⻭科材料製造工場におけるローコストオペレーション
の実現を目指し、生産工程の自動化、省人化、DX推
進による生産性向上に取り組んでいます。新たな技術
やアイデアによる共創パートナーを募集します。

中部大学
理工学部 AIロボティクス学科
教授 藤吉 弘亘氏

AI人材育成と先端研究で、
企業の課題解決へ
中部大学の社会人向けプログラム「CUSP」のAI講座
と、MPRGの画像認識・ロボティクス研究を紹介しま
す。AI人材の育成と共同研究を通じて、現場の課題解
決や新たな価値創出に取り組む企業との連携を提案し
ます。

パナソニック
HVAC ＆ CC株式会社
イノベーション推進課
課⻑ 太田 弘平氏

快適・安心・省エネを実現する
共創パートナー募集
パナソニックグループのIAQ事業では、空気と水に新
たな価値を創出する技術を探索しています。ジアイー
ノをはじめとする当社技術・商品を活用した新たな価
値創出や事業展開を共に推進するパートナーを募集し
ます。

ホンダロジコム株式会社
スマート農業推進グループ
耕作放棄地プロジェクト担当
須甲 ⻘花氏

物流会社が始める、「つくる」
「たべる」を近づけるプロジェクト
物流サービス業を本業として営む傍ら、2017年にきく
らげ栽培事業、2021年より新規農業グループを発足。
担い手不足や耕作放棄地増加が叫ばれる農業の課題解
決に向け、誰もが地域農業を身近に感じられるような
農地利活用を目指します。

株式会社マルト水谷
取締役 梶田 典宏氏

「繁盛支援」から「飲食店様の
生産性向上のお手伝い」へ
飲食店へお酒や食品を届けることにとどまらず、「永
続する外食店創造業」を事業領域に掲げ、ロジスティ
クス、管理会計、DXの3つの力を融合し、外食店の持
続的な繁盛と成⻑を支え、新たな価値の創造を目指し
ています。

株式会社三ツ知
江口 亮氏 辻林 亮平氏 佐久間 彩氏
林 祐玄氏 バムシ ターディ氏

「宇宙×地球×鎹」

当日プログラム
18:30〜 オープニング
18:34〜 リバースピッチ（前半）

①パナソニックHVAC＆CC株式会社
②株式会社ジーシーデンタルプロダクツ
③中部大学 理工学部AIロボティクス学科

19:18〜 休憩

19:30〜 リバースピッチ（後半）
④株式会社三ツ知
⑤株式会社マルト水谷
⑥ホンダロジコム株式会社

20:14〜 クロージング
20:18〜 交流会

カスガイから始まり、カスガイのように地球、そして宇
宙へ。三ツ知の技術であらゆる環境に対応する「つなぐ
部品」をつくり続ける。
小さな部品が世界をつなぐ、ものづくりの面白さと可能
性に向けた取組を紹介します。


